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【目的】 
難治性創傷を有する透析患者に対し LDL アフェレーシス（以下 LDL-A）治療を施行した

症例を報告する。 
【方法】 
LDL-A 治療を 2 回/週とし、その後 1 回/週の合計 10 回で開始した。LDL-A 前と後でのフ

ィブリノーゲン、LDL-Cho、前値の Ca・IP 値を比較検討した。また、SPP 検査を初回、5
回目、10 回目に行い、ポケット LDF（JMS 社製）も装着し血流状態と治癒状態を検証し

た。 
【対象】 
64 歳男性、透析歴 21 年 5 ヵ月、原疾患不明、杏林大学病院にて生検を行いカルシフィラ

キシスと診断される。 
【結果】 
週 2 回の LDL-A を行うことでフィブリノーゲン前値は 343mg/dl、285 mg/dl と低下傾向

を示しており、その後週 1 回の LDL-A では 314mg/dl と上昇し高めに推移した。 
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LDL-Cho では開始時 127 mg/dl から治療終了時には 34 mg/dl と低下した。 



Ca は 6.8 mg/dl から 7.7 mg/dl、IP は 5.5mg/dl から 5.2mg/dl と正常基準内となった。 

 

図 2 
ポケット LDF は治療後に上昇した。SPP 値では右足背のみ低下傾向を示した。 
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創状況 
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【考察】 
週 2回のLDL-Aを施行することでフィブリノーゲンのリバウンドを抑制することが可能と

なり下肢血流が改善し創傷治癒に繋がったと考えられた。 
SPP 値の低下に関しては、カルシフィラキシスによる血管の石灰化が進行しているため、

低下傾向を示したと考えられた。フィブリノーゲン・LDL-Cho の低下により下肢血流が改

善しポケット LDF の上昇に繋がったと考えられた。 
 
【結語】 
カルシフィラキシスによる創傷治療には短期集中した LDL-A 治療が有効と示唆された。 


